
令和３年度 第８回天竜区協議会 

次 第 

 

日時：令和３年 11 月 26 日（金） 

午後２時 00 分から 

会場：天竜区役所 21･22 会議室 

 

１ 開 会 

 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 区長あいさつ 

 

 

４ 議 事 

（１）協議事項 

浜松市人権を尊重し多様性を認め合う差別のない社会づくり推進条例（案）

のパブリック・コメントの実施について 【資料１】 

 

（２）報告事項 

新市建設計画について 【資料２】 

 

（３）その他 

ア 地域課題 

 

イ  田哲也委員の講演 

 

５ その他 

次回開催予定 

     日時 令和３年 12 月 23 日（木）午後２時 

     会場 天竜区役所 21･22 会議室 

 

６ 閉 会 





 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 
 浜松市人権を尊重し多様性を認め合う差別のない社会づくり推進条例（案）の

パブリック・コメントの実施について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

１ 背景 

新型コロナウィルス感染症拡大に伴う風評被害や誹謗中傷、ワ

クチン接種にかかる差別などの人権侵害が報告されている。ま

た、多文化共生都市を目指す浜松市の外国人市民や、性的マイノ

リティの方への誤解や偏見の解消が、社会的な課題となってい

る。 

２ 目的 

課題の解決を図るため、人権を尊重し、人種、国籍、障がいの

有無や性的指向などの多様性を認め合う、不当な差別や偏見のな

い社会づくりを進めることを目指す条例を制定する。 

対象の区協議会 全区協議会 

内  容 

浜松市人権を尊重し多様性を認め合う差別のない社会づくり

推進条例（案）のパブリック・コメントの実施について概要を説

明するとともに内容について、協議するもの。 
 
既存の人権施策推進計画や人権施策推進審議会を体系化し、浜

松市が多様性に配慮した都市であることを示し、人権施策への取

り組みを進めていく条例とする。 
（１）人権を尊重し多様性を認め合う差別のない社会づくりの推進

に関する基本理念を定める 
（２）市及び市民等（市民及び事業者）の責務を明らかにする 

（３）国籍等による差別の解消 

（４）性的指向又は性自認の不当な差別的扱い等の禁止 

（５）不当な差別的扱いの禁止（（３）、（４）以外のもの） 

（６）教育及び啓発 

（７）市の基本的施策（浜松市人権施策推進計画）の策定、年次

報告、調査研究 

（８）浜松市人権施策推進審議会設置 

（※制定済みの人権施策推進審議会条例の取込み） 

備 考 
（答申・協議結果を得たい時

期、今後の予定など） 

パブリック・コメント実施（案の公表、意見募集） 

令和3年11月15日～12月14日 

市の考え方公表時期 令和4年1月予定 

施行時期      令和4年4月1日予定 

担当課 福祉総務課 担当者 白柳 寿明 電話 457-2031 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 
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【資料１】
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 第９号様式 

区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   □協議事項   ■報告事項 

件  名 新市建設計画について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

・新市建設計画は、旧市町村が合併した後の新市のまちづくり

を総合的かつ効果的に推進していくための基本方針を示した

もの。 

・合計 306 事業を登載し、平成 17 年度から令和２年度までの

16 か年を計画期間としている。 

対象の区協議会 全区協議会 

内  容 

令和２年度末をもって計画期間を終了したことから、計画終了

時点の状況を取りまとめて報告するもの。 

 

新市建設計画登載事業の計画終了時点の状況は次のとおりで

ある。 

 

（１）着手率及び完了率 

・着手率 83.7％（着手事業数 256 / 計画事業数 306） 

・完了率 78.4％（完了事業数 240 / 計画事業数 306） 

（２）事業費 

   ・実績額 4,032 億円 （計画額 3,918 億円） 

（３）事業進捗状況 

進捗状況 事業数 

完了 136 

完了（附帯理由付き完了） 42 

完了（経常事業のため継続） 62 

未完了のため継続 16 

実施困難（必要性） 28 

実施困難（実現性） 22 

 

詳細は別紙のとおり。 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

・令和3年11月  市民文教委員会にて計画総括を報告 

担当課 
市民協働・ 

地域政策課 
担当者 加藤 裕 電話 ４５７－２０９４ 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 
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【資料２】
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1 

令和 3年 11 月 26 日 

市民協働・地域政策課 

 

新市建設計画について 

 

１ 新市建設計画の概要 

・新市建設計画は、旧市町村が合併した後の新市のまちづくりを総合的かつ効果的に推

進していくための基本方針を示したもの。 

・平成 16 年 10 月に策定した新市建設計画は、旧 12 市町村での議決後に合併協議会で協

定として締結された。 

・当初は、10 か年（平成 17 年度～平成 26 年度）を計画期間として 304 事業を盛り込み、

平成 25 年度に「津波対策事業」と「防災・減災事業」の 2事業を追加し、令和 2年度

末まで計画期間を延長。 

・306 事業の 16か年の計画事業費は 3,918 億 2,800 万円。 

・策定の方針において「本計画は、合併後の新市において策定する総合計画に継承する

ものとする」と定められている。 

・平成 19 年度に策定した第１次浜松市総合計画（H19～H26）には、「新市建設計画の尊

重」が 5 つの策定の基本方針の 1 つに盛り込まれ、個別計画などに基づき実施してき

た。 

・本計画の終了に伴い、登載事業は地域の実情などを勘案しながら、所管課が取り組む

個別計画などにおいて検討していく。 

 

２ 進捗状況 

・平成23年2月の総務委員会において、新市建設計画の進捗及び今後の方針を報告すると

ともに、実施が困難な事業53事業をあわせて示している。 

・平成28年6月には行財政改革・大都市制度調査特別委員会にて、合併・政令市の検証を

行う中で、各事業の進捗状況や実施困難事業が50事業あることを報告している。 

・令和2年5月の市民文教委員会において、各事業の計画終了時の見込みを報告している。 

・計画終了に伴い、下記の通り整理。 

 

進捗状況 対象となる事業 

完了 計画通りの内容で完了した事業 

完了 

（附帯理由付き完了） 
計画から内容変更して実施し、所期の目的を達成した事業 

完了 

（経常事業のため継続） 
経常事業のため計画終了後も実施する事業 

未完了のため継続 計画期間内に完了しないため、計画終了後も実施する事業 

実施困難 

（必要性） 

同様の目的を持つ事業が別で実施されたり、事業に対するニ

ーズがなくなったりするなど、事業を取り巻く環境の変化に

よって実施の必要性がなくなり、実施を取り止めた事業 

（実現性） 
地元や関係団体、関連事業との調整の目途が立たないため、

実施を取り止めた事業 

天竜区 
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2 

３ 計画終了時点（令和 2年度末）の状況 

（１）着手率及び完了率 

・着手率 83.7％（事業件数ベース 256/306）  

・完了率 78.4％（事業件数ベース 240/306）  

（２）事業費 

   ・実績額 4,032 億円 （計画額 3,918 億円） 

（３）事業進捗状況 

進捗状況 事業 該当事業例 

完了 136 

・森林景観整備事業（14・佐久間） 

地域内の主要国県道等の道路沿いの森林の間伐や枝

打ち等を実施 

・給食センター建設事業（230・天竜） 

給食センターの建設を実施 

完了 

（附帯理由付き完了） 
42 

・はるのしあわせ村整備事業（215・春野） 

温泉掘削等は中止し、平成 23 年度に介護老人保健施

設や診療所の整備を実施 

・龍山総合センター耐震補強事業（277・龍山） 

近隣で建設した龍山協働センターに龍山総合センタ

ーの一部を付加することで総合センターを廃止 

完了 

（経常事業のため継続） 
62 

・ウィーンとの音楽交流事業（83・佐久間） 

元ウィーン・フィル管弦楽団のカール・ヤイトラー氏

を招へいしてのコンサートを継続して開催 

・ボートによるまちづくり事業（261・天竜） 

ボート大会の開催、施設の維持・修繕を継続して実施 

未完了のため継続 16  

実施困難 

（必要性） 28 

・観光交流人口拡大事業（29・天竜） 

阿多古川流域に民間のオートキャンプ場及び川遊び

用の駐車場が整備された 

・寒冷地農作物特産化事業（55・水窪） 

利用を検討していた市有施設の解体や農家の高齢化

及び担い手不足から新規農作物の導入体制が整わな

い 

（実現性） 22 

・閉校校舎周辺定住環境整備事業（167・龍山） 

旧龍山北小学校の施設は、市書庫として活用するとと

もに緊急時の避難所の役割を担っている 

・都市部学校の山村留学事業（259・水窪） 

留学生を受け入れるための人や施設などの体制が整

っていない 

合計 306  
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施
設

整
備

事
業

船
明

ダ
ム

湖
周

辺
整

備
事

業

天
竜

区
実

施
困

難
（
必

要
性

）

阿
多

古
川

流
域

に
民

間
の

オ
ー

ト
キ

ャ
ン

プ
場

及
び

川
遊

び
用

の
駐

車
場

等
が

整
備

さ
れ

た
た

め
。

事
業

者
に

よ
る

天
竜

船
下

り
事

業
が

廃
止

さ
れ

た
た

め
。

民
間

施
設

の
開

設
で

木
工

体
験

工
房

等
建

設
の

必
要

性
が

薄
れ

た
こ

と
及

び
道

の
駅

「天
竜

相
津

花
桃

の
里

」
の

利
用

者
増

に
よ

る
駐

車
場

の
確

保
が

必
要

と
な

り
施

設
新

設
の

用
地

が
確

保
で

き
な

く
な

っ
た

た
め

。

H
2
2
-
H

2
6

―
6
3
5
,0

0
0

0
観

光
・シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
課

3
1

温
泉

施
設

整
備

事
業

ふ
る

さ
と

創
生

基
金

に
よ

り
掘

削
し

た
温

泉
資

源
（
深

度
1
,5

0
0
ｍ

、
泉

温
27

.6
℃

、
湧

出
量

毎
分

6
7
.1

リ
ッ

ト
ル

）
の

活
用

方
法

に
つ

い
て

、
基

本
構

想
に

基
づ

き
健

康
増

進
の

場
と

し
て

整
備

す
る

。
・
事

業
：
温

泉
施

設
及

び
関

連
施

設
の

整
備

・
時

期
：
三

遠
南

信
自

動
車

道
佐

久
間

道
路

の
開

通
を

視
野

に
・
場

所
：
旧

佐
久

間
町

内
（
島

中
地

内
）

・
運

営
：
民

設
で

は
難

し
い

た
め

公
設

民
営

に
よ

り
運

営

天
竜

区
実

施
困

難
（
必

要
性

）

安
定

的
な

事
業

展
開

の
た

め
の

温
泉

と
し

て
の

諸
条

件
で

あ
る

湯
量

の
確

保
や

運
営

体
制

の
確

立
が

で
き

な
い

。
ま

た
、

温
泉

施
設

等
の

保
養

施
設

な
ど

の
建

設
に

つ
い

て
は

、
浜

松
市

公
共

施
設

等
総

合
管

理
計

画
に

お
い

て
実

施
し

な
い

こ
と

を
決

め
て

い
る

。

H
2
6

―
9
96

,0
0
0

0
観

光
・シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
課

3
4

青
少

年
旅

行
村

施
設

整
備

自
然

環
境

に
触

れ
な

が
ら

、
体

験
を

通
し

て
森

林
の

役
割

等
を

学
ぶ

た
め

の
施

設
を

整
備

す
る

。
・
青

少
年

旅
行

村
施

設
整

備
（長

期
滞

在
施

設
5
棟

）
天

竜
区

完
了

計
画

ど
お

り
完

了
H

1
8

H
1
7
-H

1
8

30
,0

00
3
8
,9

3
0

林
業

振
興

課

3
5

青
少

年
旅

行
村

管
理

運
営

費

自
然

環
境

に
触

れ
な

が
ら

、
体

験
を

通
し

て
森

林
の

役
割

等
を

学
ぶ

た
め

の
施

設
の

維
持

管
理

を
行

う
。

・
龍

山
青

少
年

旅
行

村
施

設
の

維
持

管
理

天
竜

区
完

了
計

画
ど

お
り

完
了

H
1
7-

H
26

H
1
7
-H

2
7

79
,0

00
4
1
,0

5
2

林
業

振
興

課

施
策

新
市

建
設

計
画

登
載

事
業

実
績

1

-7-



事
業

名
事

業
概

要
区

名
称

Ｒ
2年

度
末

の
状

況
進

捗
状

況
の

理
由

計
画

年
度

実
施

年
度

計
画

額
実

績
額

本
庁

所
管

課
施

策

4
0

農
業

農
村

整
備

事
業

農
道

の
整

備
を

実
施

し
て

、
農

産
物

の
輸

送
の

合
理

化
を

図
る

。
・
農

道
開

設
　

6
路

線
天

竜
区

完
了

計
画

ど
お

り
完

了
H

1
7-

H
22

H
1
7
-H

2
2

3
59

,0
00

30
5
,7

6
8

農
地

整
備

課

4
3

山
村

振
興

等
農

林
業

特
別

対
策

事
業

都
市

的
地

域
や

平
地

農
業

地
域

と
山

村
等

中
山

間
地

域
の

地
域

格
差

の
是

正
を

図
る

た
め

、
山

村
振

興
法

に
基

づ
き

、
農

林
漁

業
を

は
じ

め
と

す
る

産
業

基
盤

や
生

活
基

盤
等

を
整

え
、

豊
か

な
自

然
環

境
の

保
全

や
快

適
な

山
村

を
作

る
た

め
の

施
策

を
総

合
的

に
実

施
す

る
。

・
地

域
連

携
推

進
事

業
・
対

象
地

域
：山

村
振

興
指

定
地

域
等

地
域

振
興

5
法

指
定

地
域

天
竜

区
完

了
計

画
ど

お
り

完
了

H
2
1-

H
26

H
2
3

4
82

,0
00

12
9
,8

1
1

農
地

整
備

課

4
4

林
業

・木
材

構
造

改
革

事
業

効
率

的
な

林
業

生
産

に
資

す
る

た
め

の
林

道
を

整
備

す
る

。
県

単
独

林
道

高
平

線
開

設
、

作
業

道
カ

シ
山

線
開

設
天

竜
区

完
了

計
画

ど
お

り
完

了
H

1
7-

H
26

H
1
7
-H

2
9

3
35

,0
00

21
3
,9

3
3

林
業

振
興

課

4
5

林
業

・木
材

産
業

構
造

改
革

事
業

森
林

・林
業

基
本

法
に

基
づ

き
、

林
業

の
継

続
的

か
つ

健
全

な
発

展
と

、
需

要
構

造
の

変
化

に
対

応
し

た
林

産
物

の
供

給
・
利

用
を

推
進

す
る

た
め

、
経

営
や

施
業

の
担

い
手

の
育

成
、

競
争

力
あ

る
木

材
産

地
の

形
成

と
地

域
材

の
安

定
的

な
供

給
等

を
図

る
。

・
林

業
機

械
、

施
設

の
整

備

天
竜

区
完

了
（
経

常
事

業
の

た
め

継
続

）
経

常
事

業
の

た
め

継
続

実
施

H
1
7
-
H

2
6

H
17

-
R

2
2
0
6
,0

00
67

6
,9

9
1

林
業

振
興

課

4
7

フ
ォ

レ
ス

ト
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
総

合
整

備
事

業
  

(新
事

業
名

：里
山

エ
リ

ア
再

生
交

付
金

事
業

)

安
定

し
た

飲
料

水
の

供
給

を
す

る
た

め
、

フ
ォ

レ
ス

ト
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
総

合
整

備
事

業
と

し
て

飲
料

水
供

給
施

設
及

び
簡

易
水

道
施

設
の

再
編

を
進

め
る

。
・
飲

料
水

供
給

施
設

整
備

天
竜

区
完

了
計

画
ど

お
り

完
了

H
1
8

H
1
8

80
,0

00
2
0
,1

6
0

林
業

振
興

課

4
8

フ
ォ

レ
ス

ト
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
総

合
整

備
事

業
  

(新
事

業
名

：中
山

間
地

域
林

業
整

備
事

業
)

作
業

道
上

久
保

線
開

設
天

竜
区

完
了

計
画

ど
お

り
完

了
H

1
7

H
1
7
-
H

2
0

52
,0

0
0

1
1
6,

8
8
0

林
業

振
興

課

4
9

フ
ォ

レ
ス

ト
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
総

合
整

備
事

業
  

(新
事

業
名

：森
林

居
住

環
境

整
備

事
業

、
道

整
備

交
付

金
事

業
)

居
住

環
境

等
山

村
地

域
の

活
性

化
を

図
る

た
め

、
集

落
林

道
を

整
備

す
る

。
・
林

道
開

設
天

竜
区

完
了

計
画

ど
お

り
完

了
H

1
7-

H
26

H
1
7
-H

1
9

5
78

,0
00

19
4
,2

8
2

林
業

振
興

課

5
0

林
道

開
設

事
業

県
単

独
林

道
事

業
・
林

道
開

設
　

1
路

線
天

竜
区

完
了

計
画

ど
お

り
完

了
H

1
7-

H
20

H
1
7
-H

2
0

1
70

,0
00

10
2
,2

5
5

林
業

振
興

課

5
1

県
単

独
林

道
(開

設
）
事

業
林

道
整

備
事

業
（
県

単
独

林
道

開
設

事
業

）
・
ヒ

ゲ
ン

谷
支

線
開

設
天

竜
区

完
了

（
附

帯
理

由
付

き
完

了
）

作
業

道
開

設
は

、
旧

龍
山

村
の

み
村

主
体

だ
っ

た
が

、
そ

の
他

は
森

林
所

有
者

等
が

主
体

（
現

在
も

森
林

所
有

者
等

が
主

体
）
。

合
併

後
、

作
業

道
開

設
等

へ
の

補
助

制
度

を
整

備
し

て
い

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

市
主

体
の

作
業

道
開

設
は

要
し

な
い

。

H
1
7
-
H

2
6

H
19

-
H

2
0

1
8
0
,0

0
0

1
2
0
,0

00
林

業
振

興
課

5
2

集
落

道
開

設
事

業
中

山
間

地
域

農
林

業
整

備
事

業
・
集

落
道

開
設

　
3
路

線
天

竜
区

実
施

困
難

（
必

要
性

）

地
す

べ
り

エ
リ

ア
や

急
傾

斜
地

区
の

た
め

、
集

落
道

の
開

設
に

多
額

の
コ

ス
ト

が
必

要
と

な
る

こ
と

に
加

え
、

近
年

、
集

落
関

係
者

が
1人

と
な

り
、

実
施

の
必

要
性

が
な

く
な

っ
た

た
め

、
一

部
事

業
の

実
施

を
取

り
や

め
た

。

H
1
7
-
H

2
1

H
1
7

2
7
0
,0

0
0

2
0
,0

00
林

業
振

興
課

5
5

寒
冷

地
農

作
物

特
産

化
事

業
（ア

グ
リ

ビ
レ

ッ
ジ

み
さ

く
ぼ

構
想

）

旧
自

然
ク

ラ
ブ

セ
ン

タ
ー

跡
地

周
辺

に
て

新
品

種
の

導
入

試
験

の
実

施
、

調
査

研
究

を
行

い
、

寒
冷

地
農

作
物

の
特

産
化

研
究

を
推

進
す

る
。

・
実

施
計

画
と

試
験

栽
培

天
竜

区
実

施
困

難
（
必

要
性

）

山
間

地
域

と
い

う
こ

と
も

あ
り

、
農

家
の

高
齢

化
及

び
担

い
手

不
足

と
い

っ
た

状
況

の
中

、
新

規
農

作
物

の
導

入
の

体
制

が
整

わ
な

い
。

ま
た

、
利

用
を

検
討

し
て

い
た

旧
自

然
ク

ラ
ブ

セ
ン

タ
ー

も
施

設
再

配
置

計
画

に
よ

り
解

体
し

た
。

認
定

農
業

者
、

新
規

認
定

農
業

者
等

も
い

ち
ご

栽
培

を
考

え
て

い
な

い
。

H
1
7
-
H

2
6

―
1
,0

0
0

0
農

業
振

興
課

5
6

高
根

城
公

園
整

備
事

業
（
ア

グ
リ

ビ
レ

ッ
ジ

み
さ

く
ぼ

構
想

）

公
園

の
観

光
名

所
と

し
て

利
用

拡
大

を
図

る
た

め
、

モ
ミ

ジ
又

は
サ

ク
ラ

等
の

植
裁

や
ト

イ
レ

を
設

置
す

る
。

天
竜

区
完

了
計

画
ど

お
り

完
了

H
2
0-

H
22

H
2
0
-H

3
0

42
,0

00
0

公
園

管
理

事
務

所

2

-8-



事
業

名
事

業
概

要
区

名
称

Ｒ
2年

度
末

の
状

況
進

捗
状

況
の

理
由

計
画

年
度

実
施

年
度

計
画

額
実

績
額

本
庁

所
管

課
施

策

5
7

休
廃

校
整

備
事

業
（
ア

グ
リ

ビ
レ

ッ
ジ

み
さ

く
ぼ

構
想

）

人
々

と
の

交
流

を
深

め
る

癒
し

の
環

境
を

整
備

す
る

た
め

、
静

か
な

山
村

風
景

に
囲

ま
れ

た
木

造
休

廃
校

を
有

効
利

用
し

、
体

験
施

設
・交

流
施

設
へ

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

す
る

。
・
門

桁
中

学
校

校
舎

の
内

､旧
門

桁
中

学
校

部
分

(老
朽

部
分

)4
6
9
㎡

の
解

体
・
門

桁
小

学
校

校
舎

の
内

､門
桁

小
学

校
部

分
3
8
7
㎡

の
内

装
整

備
・
西

浦
小

学
校

舎
の

8
10

㎡
の

内
装

整
備

天
竜

区
完

了
（
附

帯
理

由
付

き
完

了
）

平
成

2
3
年

度
に

門
桁

小
学

校
及

び
旧

門
桁

中
学

校
は

老
朽

化
が

著
し

く
全

部
を

解
体

し
た

。
西

浦
小

学
校

に
つ

い
て

は
、

「
中

山
間

地
域

の
廃

校
・

廃
園

の
利

活
用

に
関

す
る

方
針

」
に

基
づ

い
て

平
成

2
3

年
度

か
ら

平
成

3
0
年

度
ま

で
民

間
団

体
「
ミ

ナ
の

森
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
に

貸
与

さ
れ

た
実

績
が

あ
り

、
今

後
も

こ
の

方
針

に
基

づ
い

て
の

活
用

を
予

定
し

て
い

る
。

ま
た

、
西

浦
地

区
は

西
浦

区
民

交
流

の
場

管
理

組
合

が
同

地
区

内
の

田
楽

の
里

活
用

に
よ

り
当

事
業

の
目

的
を

果
た

す
取

組
を

行
っ

て
い

る
。

H
1
7
-
H

1
9

H
1
7
-
R

2
3
3
,0

0
0

0
市

民
協

働
・地

域
政

策
課

6
0

農
産

物
直

売
施

設
（
道

の
駅

）整
備

事
業

観
光

交
流

人
口

の
増

加
を

促
進

す
る

た
め

、
三

遠
南

信
自

動
車

道
の

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

建
設

に
合

わ
せ

、
農

産
物

直
売

施
設

を
整

備
し

、
地

域
の

活
性

化
及

び
P

R
を

図
る

。
・
農

産
物

直
売

施
設

・
公

衆
ト

イ
レ

の
整

備
天

竜
区

実
施

困
難

（
必

要
性

）

計
画

地
域

内
の

事
業

所
が

廃
業

し
た

こ
と

に
よ

り
、

そ
の

施
設

を
利

活
用

し
、

現
在

、
月

2
回

ほ
ど

物
産

販
売

を
試

験
的

に
実

施
し

て
い

る
。

落
橋

に
よ

り
建

設
中

で
あ

っ
た

佐
久

間
地

区
新

原
田

橋
が

完
成

し
た

が
、

三
遠

南
信

自
動

車
道

の
全

線
開

通
の

見
込

み
が

未
定

で
あ

る
。

H
2
5
-
H

2
6

―
2
5
,0

0
0

0
農

業
振

興
課

8
3

ウ
ィ

ー
ン

と
の

音
楽

交
流

事
業

ウ
ィ

ー
ン

の
音

楽
を

通
し

て
音

楽
に

対
す

る
よ

り
深

い
理

解
と

演
奏

技
術

の
向

上
、

国
際

感
覚

の
醸

成
と

地
域

文
化

を
推

進
す

る
た

め
、

ウ
ィ

ー
ン

・
フ

ィ
ル

管
弦

楽
団

の
バ

ス
ト

ロ
ン

ボ
ー

ン
奏

者
「カ

ー
ル

･ヤ
イ

ト
ラ

ー
」
氏

を
招

へ
い

す
る

。
・
地

元
吹

奏
楽

団
体

や
高

校
生

へ
の

指
導

・
小

中
学

校
訪

問
指

導
・
交

流
・
大

小
コ

ン
サ

ー
ト

開
催

　
な

ど

天
竜

区
完

了
（
経

常
事

業
の

た
め

継
続

）
経

常
事

業
の

た
め

継
続

実
施

H
1
7
-
H

2
6

H
17

-
R

2
5
4
,0

00
5
7
,8

9
6

創
造

都
市

・文
化

振
興

課

1
0
9

都
市

計
画

公
園

整
備

事
業

船
明

土
地

区
画

整
理

事
業

に
お

い
て

、
区

域
内

に
3
公

園
を

整
備

す
る

。
・
船

明
中

央
公

園
 A

=
1
.3

ha
・
上

廊
塚

公
園

　
A

=
0
.2

h
a

・
川

久
保

公
園

　
A

=
0
.2

h
a

天
竜

区
未

完
了

の
た

め
継

続

上
廊

塚
（
じ

ょ
う

ろ
う

づ
か

）
公

園
、

川
久

保
（
か

わ
く
ぼ

）
公

園
の

整
備

は
、

今
後

着
手

予
定

。
浜

松
市

都
市

計
画

公
園

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

第
1
期

（
H

2
8
-
R

6）
に

着
手

す
る

公
園

と
し

て
い

る
。

船
明

中
央

公
園

は
令

和
2
年

度
末

完
成

。

H
2
1
-
H

2
2

H
2
9
-
R

6
1
1
0
,0

0
0

1
3
5
,3

28
公

園
課

1
1
2

町
並

み
活

性
化

事
業

（
ア

グ
リ

ビ
レ

ッ
ジ

み
さ

く
ぼ

構
想

）

観
光

客
へ

の
癒

し
の

場
を

提
供

す
る

た
め

、
長

野
県

と
の

県
境

に
あ

る
昔

な
が

ら
の

塩
の

道
の

町
並

み
を

保
存

し
、

空
家

を
ミ

ニ
資

料
館

や
憩

い
の

場
(無

料
休

憩
所

)と
し

て
改

修
、

再
利

用
す

る
。

天
竜

区
完

了
（
附

帯
理

由
付

き
完

了
）

車
道

を
改

良
し

た
歩

行
者

専
用

道
の

整
備

は
、

交
通

量
や

道
路

幅
員

な
ど

も
考

慮
し

て
検

討
し

た
結

果
そ

の
必

要
性

は
低

い
と

判
断

し
た

。
ま

た
、

空
家

を
利

用
し

た
ミ

ニ
資

料
館

や
憩

い
の

場
設

置
は

N
P

O
山

に
生

き
る

会
が

交
流

所
の

設
置

な
ど

を
実

現
し

て
い

る
。

フ
リ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
開

催
に

つ
い

て
は

「
水

窪
夢

街
道

」
や

「
じ

ゃ
が

た
祭

り
」
開

催
な

ど
地

元
団

体
に

よ
り

実
現

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

行
政

に
よ

る
事

業
実

施
の

必
要

性
は

低
く
な

っ
た

と
判

断
し

た
。

H
2
1
-
H

2
2

H
2
1
-
R

2
1
3
,0

0
0

1
50

市
民

協
働

・地
域

政
策

課

1
3
0

都
市

計
画

道
路

山
王

曲
り

線
（中

村
地

区
）
道

路
整

備
事

業

国
道

15
2
号

浜
北

天
竜

バ
イ

パ
ス

山
王

地
区

を
起

点
と

し
、

同
地

区
を

縦
断

し
二

俣
川

の
横

断
、

国
道

3
6
2号

を
交

差
し

、
終

点
を

再
び

二
俣

地
内

と
す

る
都

市
計

画
道

路
を

整
備

す
る

。
・
延

長
L
＝

8
8
0
ｍ

　
幅

員
W

＝
1
4-

1
6
ｍ

天
竜

区
実

施
困

難
（
実

現
性

）

都
市

計
画

道
路

阿
蔵

山
線

以
北

の
道

路
整

備
に

つ
い

て
は

、
開

発
計

画
の

動
向

を
見

極
め

な
が

ら
検

討
し

て
い

く
。

H
2
3
-
H

2
6

H
23

-
H

2
4

2
8
0
,0

0
0

0
道

路
企

画
課

1
4
3

西
鹿

島
駅

周
辺

整
備

事
業

（
西

鹿
島

駅
前

広
場

整
備

事
業

）

遠
州

鉄
道

西
鹿

島
駅

は
鉄

道
乗

降
客

、
バ

ス
、

タ
ク

シ
ー

が
参

集
す

る
場

所
で

あ
り

、
交

通
導

線
の

単
純

化
と

円
滑

な
処

理
を

図
る

た
め

、
駅

前
広

場
整

備
を

行
う

。
・
駅

前
広

場
整

備
（
タ

ク
シ

ー
駐

車
場

設
置

等
）

天
竜

区
未

完
了

の
た

め
継

続

鉄
道

事
業

者
が

実
施

す
る

駅
構

内
施

設
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
事

業
等

に
合

わ
せ

た
一

体
的

な
整

備
推

進
が

必
須

と
な

っ
て

い
る

が
、

鉄
道

事
業

者
の

事
業

計
画

見
直

し
に

よ
り

、
当

該
駅

舎
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

事
業

が
先

送
り

と
な

っ
た

た
め

。

H
2
5
-
H

2
6

H
20

-
1
5
0
,0

0
0

2
0
,2

57
都

市
計

画
課

1
4
5

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

運
行

事
業

（№
1
52

へ
統

合
）

№
1
5
2へ

統
合

天
竜

区
完

了
（
経

常
事

業
の

た
め

継
続

）
経

常
事

業
の

た
め

継
続

実
施

H
2
2
-
H

2
6

H
2
2
-H

2
6

2
3
,0

00
0

交
通

政
策

課

3

-9-



事
業

名
事

業
概

要
区

名
称

Ｒ
2年

度
末

の
状

況
進

捗
状

況
の

理
由

計
画

年
度

実
施

年
度

計
画

額
実

績
額

本
庁

所
管

課
施

策

1
4
6

公
共

交
通

運
行

事
業

北
遠

本
線

と
接

続
す

る
自

主
運

行
バ

ス
佐

久
間

線
（
旧

佐
久

間
町

西
渡

-
中

部
天

竜
駅

(佐
久

間
高

校
入

口
)間

）
の

欠
損

分
を

遠
州

鉄
道

に
補

助
す

る
。

・
福

祉
バ

ス
運

行
委

託
・
自

主
運

行
バ

ス
佐

久
間

線

天
竜

区
完

了
（
経

常
事

業
の

た
め

継
続

）
経

常
事

業
の

た
め

継
続

実
施

H
1
7
-
H

2
6

H
17

-
R

2
3
5
1
,0

00
39

0
,9

5
3

交
通

政
策

課

1
4
7

町
営

バ
ス

及
び

北
遠

本
線

バ
ス

車
庫

及
び

待
合

所
整

備
事

業

利
用

者
の

利
便

性
確

保
と

公
共

交
通

機
関

の
維

持
管

理
の

た
め

、
現

在
の

車
庫

と
待

合
所

を
解

体
し

、
町

営
バ

ス
及

び
北

遠
本

線
バ

ス
の

車
庫

並
び

に
待

合
所

の
用

地
へ

の
常

備
消

防
署

を
建

設
す

る
。

天
竜

区
実

施
困

難
（
必

要
性

）

車
庫

は
修

繕
、

待
合

所
は

計
画

策
定

時
と

比
較

し
て

利
用

者
が

減
少

し
た

こ
と

に
よ

り
車

庫
と

待
合

所
を

解
体

・
建

設
す

る
必

要
性

が
な

く
な

っ
た

。
H

1
7
-
H

1
8

―
4
9
,0

0
0

0
交

通
政

策
課

1
4
8

自
主

運
行

バ
ス

運
行

事
業

旧
天

竜
市

内
の

自
主

運
行

バ
ス

の
運

行
に

係
る

欠
損

額
を

補
助

す
る

。
・
委

託
先

：
遠

州
鉄

道
㈱

・
6
路

線
2
0
系

統
天

竜
区

完
了

（
経

常
事

業
の

た
め

継
続

）
経

常
事

業
の

た
め

継
続

実
施

H
1
7
-
H

2
6

H
17

-
R

2
5
6
8
,0

00
79

9
,8

2
2

交
通

政
策

課

1
5
1

村
営

バ
ス

運
行

事
業

地
域

住
民

の
生

活
交

通
の

確
保

を
図

る
た

め
、

白
倉

-
瀬

尻
間

を
運

行
す

る
村

営
バ

ス
の

運
行

を
行

う
。

天
竜

区
完

了
（
経

常
事

業
の

た
め

継
続

）
経

常
事

業
の

た
め

継
続

実
施

H
1
7
-
H

2
6

H
17

-
R

2
8
0
,0

00
7
6
,0

3
8

交
通

政
策

課

1
5
2

自
主

運
行

バ
ス

事
業

住
民

の
利

便
性

を
図

る
た

め
、

公
共

交
通

機
関

の
な

い
地

域
や

患
者

輸
送

車
が

運
行

し
て

い
る

地
域

を
巡

回
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
を

運
行

す
る

。
天

竜
区

完
了

（
経

常
事

業
の

た
め

継
続

）
経

常
事

業
の

た
め

継
続

実
施

H
1
7
-
H

2
6

H
17

-
R

2
7
7
,0

00
14

9
,2

6
0

交
通

政
策

課

1
5
3

公
営

タ
ク

シ
ー

運
行

事
業

最
寄

に
バ

ス
路

線
が

な
い

、
ま

た
は

身
体

上
の

理
由

に
よ

り
バ

ス
に

乗
降

で
き

な
い

な
ど

の
交

通
弱

者
の

交
通

輸
送

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

図
る

た
め

公
営

タ
ク

シ
ー

を
運

行
す

る
。

天
竜

区
完

了
計

画
ど

お
り

完
了

H
1
7-

H
26

H
1
7
-H

2
6

99
,0

00
6
3
,9

2
6

福
祉

総
務

課

1
6
3

三
遠

南
信

自
動

車
道

佐
久

間
道

路
周

辺
開

発
事

業

国
土

交
通

省
が

施
工

す
る

三
遠

南
信

自
動

車
道

佐
久

間
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
の

工
事

実
施

に
伴

い
、

残
地

と
な

る
周

辺
農

地
が

低
地

域
と

な
り

耕
作

が
困

難
と

な
る

た
め

嵩
上

げ
盛

土
を

行
い

、
土

地
の

有
効

活
用

を
図

る
。

天
竜

区
完

了
計

画
ど

お
り

完
了

H
1
7-

H
26

H
1
7
-H

3
0

31
,0

00
0

農
地

整
備

課

1
6
5

公
営

住
宅

建
替

事
業

公
営

住
宅

2
2団

地
1
0
7戸

の
う

ち
、

昭
和

2
0-

3
0
年

代
に

か
け

て
建

て
ら

れ
た

木
造

住
宅

の
多

く
が

建
築

か
ら

約
5
0
年

を
経

過
し

た
た

め
、

解
体

撤
去

（
用

途
廃

止
）
、

建
替

な
ど

の
方

法
に

よ
り

運
営

管
理

の
適

正
化

を
図

る
。

天
竜

区
完

了
（
附

帯
理

由
付

き
完

了
）

佐
久

間
地

区
の

市
営

住
宅

の
多

く
が

借
地

で
あ

る
ほ

か
、

当
地

区
の

今
後

の
需

要
が

見
込

め
な

い
こ

と
か

ら
建

替
え

は
困

難
と

判
断

し
、

建
替

え
は

行
わ

な
い

こ
と

と
し

た
。

対
象

と
な

る
老

朽
化

し
た

団
地

に
つ

い
て

は
、

「市
営

住
宅

ス
ト

ッ
ク

総
合

活
用

計
画

」
（
平

成
2
4
年

3
月

策
定

）
に

お
い

て
用

途
廃

止
と

位
置

づ
け

、
平

成
2
9
年

度
ま

で
に

市
営

住
宅

条
例

か
ら

削
除

を
し

た
。

H
2
1
-
H

2
6

H
23

-
H

2
9

2
1
2
,0

0
0

3
8
,8

93
住

宅
課

1
6
6

住
宅

建
設

事
業

地
域

内
住

民
の

他
市

町
村

へ
の

流
失

を
防

ぐ
と

伴
に

、
若

年
層

の
流

入
を

図
る

た
め

に
入

居
基

準
の

厳
し

い
公

営
住

宅
事

業
で

は
な

い
、

制
約

の
緩

和
さ

れ
た

住
宅

建
設

を
行

う
。

天
竜

区
実

施
困

難
（
実

現
性

）

新
規

住
宅

の
建

設
は

、
用

地
確

保
が

出
来

な
い

こ
と

か
ら

中
止

と
し

た
。

そ
の

後
、

同
地

区
内

の
市

営
団

地
を

活
用

し
て

”
公

営
住

宅
法

の
制

約
を

受
け

な
い

住
宅

”
の

供
給

を
検

討
す

る
こ

と
と

し
た

が
、

北
遠

地
域

の
市

営
住

宅
の

入
居

要
件

を
緩

和
し

て
も

需
要

が
低

か
っ

た
た

め
住

宅
供

給
の

必
要

が
な

い
と

判
断

し
た

。

H
1
7
-
H

1
9

―
1
7
9
,0

0
0

0
住

宅
課

1
6
7

閉
校

校
舎

周
辺

定
住

環
境

整
備

事
業

平
成

16
年

3
月

末
で

第
一

小
学

校
へ

統
合

し
た

た
め

廃
校

と
な

っ
た

龍
山

北
小

学
校

を
改

築
し

、
新

た
な

か
た

ち
で

地
域

活
性

化
、

定
住

促
進

を
図

る
。

天
竜

区
実

施
困

難
（
必

要
性

）

龍
山

地
域

内
に

あ
る

市
営

住
宅

に
空

き
が

あ
る

状
況

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
新

た
に

施
設

整
備

を
行

う
必

要
性

が
な

い
。

H
1
9
-
H

2
0

―
8
5
,0

0
0

0
市

民
協

働
・地

域
政

策
課

1
7
0

市
営

住
宅

の
建

設
（
建

替
）
事

業
耐

用
年

数
の

経
過

し
た

皆
原

団
地

（
59

戸
）
を

市
営

住
宅

ス
ト

ッ
ク

総
合

活
用

計
画

に
よ

り
建

替
え

を
行

う
。

天
竜

区
完

了
（
附

帯
理

由
付

き
完

了
）

皆
原

団
地

は
借

地
上

に
あ

る
ほ

か
、

当
地

区
の

今
後

の
需

要
が

見
込

め
な

い
こ

と
か

ら
建

替
え

は
困

難
と

判
断

し
、

「
市

営
住

宅
ス

ト
ッ

ク
総

合
活

用
計

画
」
（
平

成
2
4

年
３

月
策

定
）
に

お
い

て
用

途
廃

止
す

る
こ

と
を

位
置

づ
け

、
平

成
2
9
年

度
に

市
営

住
宅

条
例

か
ら

削
除

し
た

。

H
1
8
-
H

2
2

H
23

-
H

2
9

5
7
6
,0

0
0

3
0
,0

07
住

宅
課

4
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事
業

名
事

業
概

要
区

名
称

Ｒ
2年

度
末

の
状

況
進

捗
状

況
の

理
由

計
画

年
度

実
施

年
度

計
画

額
実

績
額

本
庁

所
管

課
施

策

1
7
5

移
動

通
信

用
鉄

塔
施

設
整

備
事

業
携

帯
電

話
の

通
話

エ
リ

ア
を

拡
大

し
、

住
民

サ
ー

ビ
ス

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
移

動
通

信
用

施
設

を
整

備
す

る
。

天
竜

区
完

了
計

画
ど

お
り

完
了

H
1
7-

H
26

H
1
7
-H

2
0

16
,0

00
0

情
報

政
策

課

1
7
6

難
視

聴
対

策
事

業

N
H

K
及

び
民

放
4
社

の
テ

レ
ビ

難
視

聴
の

解
消

の
た

め
、

中
継

局
の

充
実

と
共

同
受

信
施

設
の

整
備

を
促

進
す

る
。

ま
た

、
民

放
中

波
ラ

ジ
オ

の
難

聴
解

消
の

た
め

に
設

置
し

た
中

継
設

備
の

維
持

管
理

を
行

う
。

・
民

放
中

波
ラ

ジ
オ

の
中

継
局

1
局

・
放

送
局

5
局

の
維

持
管

理

天
竜

区
完

了
（
経

常
事

業
の

た
め

継
続

）
経

常
事

業
の

た
め

継
続

実
施

H
1
7
-
H

2
6

H
17

-
R

2
1
4
,0

00
13

7
,7

5
7

情
報

政
策

課

1
7
7

テ
レ

ビ
ジ

ョ
ン

共
同

受
信

施
設

事
業

費
補

助
金

山
間

地
等

地
形

的
条

件
に

よ
る

テ
レ

ビ
難

視
聴

の
解

消
を

図
る

た
め

、
共

同
受

信
施

設
を

設
置

す
る

テ
レ

ビ
組

合
に

対
し

、
設

置
・
改

修
費

の
補

助
を

行
う

。
・
交

付
先

：
共

同
受

信
施

設
を

設
置

す
る

テ
レ

ビ
組

合
・
補

助
対

象
：通

信
線

な
ど

、
国

庫
補

助
対

象
に

含
ま

れ
な

い
設

備

天
竜

区
完

了
計

画
ど

お
り

完
了

H
1
7-

H
26

H
1
7
-H

2
6

4
,0

00
4
,0

0
0

情
報

政
策

課

1
7
9

飲
料

水
供

給
施

設
の

整
備

拡
充

人
口

の
過

半
近

く
に

給
水

し
て

い
る

飲
料

水
供

給
施

設
6
1
施

設
と

小
規

模
飲

料
水

供
給

施
設

2
2
施

設
に

つ
い

て
、

計
画

す
る

統
合

又
は

改
良

事
業

に
よ

る
施

設
の

合
理

化
を

図
っ

た
中

で
業

務
委

託
に

よ
り

適
正

な
維

持
管

理
や

整
備

を
行

う
。

・
飲

料
水

供
給

施
設

の
測

量
設

計
業

務
・
取

水
施

設
、

浄
水

施
設

（
小

型
浄

水
施

設
）
、

電
気

設
備

、
配

水
池

、
導

水
管

、
配

水
管

天
竜

区
実

施
困

難
（
必

要
性

）

2
0
計

画
の

う
ち

1
4
計

画
が

完
了

。
浄

水
施

設
や

送
・
配

水
管

の
整

備
は

健
全

に
稼

動
し

て
い

た
こ

と
か

ら
、

今
後

の
老

朽
度

や
施

設
状

態
を

確
認

し
た

上
で

対
応

す
る

こ
と

に
変

更
し

た
。

現
在

の
水

道
の

状
況

の
ほ

か
、

利
用

者
数

と
改

良
費

用
な

ど
総

合
的

な
観

点
か

ら
実

施
の

必
要

性
は

低
い

と
判

断
し

た
も

の
な

ど
6
事

業
。

H
1
7
-
H

2
6

H
1
7
-
R

2
7
3
6
,0

0
0

8
3
0
,2

31
天

竜
上

下
水

道
課

1
8
0

佐
久

間
・
水

窪
共

同
斎

苑
火

葬
炉

増
設

事
業

佐
久

間
･水

窪
共

同
斎

苑
は

、
昭

和
6
0
年

4
月

の
稼

動
開

始
か

ら
20

年
が

経
過

し
、

老
朽

化
が

ひ
ど

く
、

今
後

の
火

葬
業

務
の

継
続

が
危

惧
さ

れ
る

た
め

、
火

葬
炉

の
数

を
現

在
の

1
基

か
ら

2
基

に
増

設
し

、
円

滑
な

斎
苑

運
営

を
図

る
。

天
竜

区
完

了
計

画
ど

お
り

完
了

H
1
8

H
1
8

30
,0

00
2
3
,9

4
0

市
民

生
活

課

1
8
7

（
仮

称
）
本

田
宗

一
郎

記
念

館
建

設
事

業

天
竜

で
生

ま
れ

育
ち

、
浜

松
で

起
業

し
て

、
一

代
で

世
界

の
「
ホ

ン
ダ

」
を

築
き

上
げ

、
今

も
多

く
の

人
々

に
愛

さ
れ

る
故

本
田

宗
一

郎
氏

を
顕

彰
し

、
氏

の
功

績
な

ど
を

後
世

に
残

す
た

め
記

念
館

を
建

設
す

る
。

天
竜

区
完

了
（
附

帯
理

由
付

き
完

了
）

既
存

の
施

設
（
旧

二
俣

町
庁

舎
）
を

活
用

し
、

施
設

整
備

を
実

施
し

た
た

め
。

H
1
8
-
H

1
9

H
17

-
H

2
1

4
0
0
,0

0
0

2
9
2
,4

84
創

造
都

市
・文

化
振

興
課

1
8
8

「
Ｚ

」
（
片

山
豊

）
記

念
館

整
備

事
業

旧
春

野
町

出
身

で
フ

ェ
ア

レ
デ

ィ
ー

Ｚ
の

生
み

の
親

と
し

て
知

ら
れ

、
米

国
自

動
車

殿
堂

入
り

し
た

日
本

人
4
人

（
本

田
宗

一
郎

、
豊

田
英

二
、

田
口

玄
一

、
片

山
豊

）
の

中
の

一
人

で
あ

る
「
片

山
豊

」氏
の

功
績

を
称

え
、

春
野

の
誇

り
と

し
て

後
世

に
偉

業
を

伝
承

し
春

野
の

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
を

図
る

た
め

に
「
Ｚ

」
（
片

山
豊

）
記

念
館

を
整

備
し

、
併

せ
て

新
た

な
観

光
資

源
と

し
て

活
用

す
る

。

天
竜

区
完

了
（
附

帯
理

由
付

き
完

了
）

旧
春

野
町

時
に

は
、

ミ
ス

タ
ー

Ｋ
と

し
て

米
国

自
動

車
殿

堂
入

り
し

を
果

た
し

た
片

山
豊

氏
の

功
績

を
称

え
、

日
産

フ
ェ

ア
レ

デ
ィ

―
ｚ
愛

好
者

を
中

心
に

「
Ｚ

」
カ

ー
イ

ベ
ン

ト
開

催
し

て
い

た
。

平
成

2
3年

か
ら

は
「Ｚ

」カ
ー

イ
ベ

ン
ト

か
ら

オ
ー

ル
ド

カ
ー

 
K
’z

R
O

A
D

と
し

て
活

動
を

行
っ

て
お

り
、

近
年

は
約

4
,0

0
0
人

か
ら

10
,0

0
0
人

程
度

参
加

す
る

イ
ベ

ン
ト

と
な

っ
て

い
る

。
併

せ
て

、
春

野
文

化
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
片

山
氏

の
記

念
品

等
展

示
コ

ー
ナ

ー
の

常
設

を
し

て
お

り
、

記
念

館
の

整
備

に
替

え
て

観
光

資
源

と
し

て
活

用
し

て
い

る
。

H
2
4
-
H

2
5

H
2
4
-
R

2
1
0
8
,0

0
0

0
市

民
協

働
・地

域
政

策
課

1
8
9

す
み

れ
の

里
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
整

備
事

業

宝
塚

歌
劇

団
育

て
の

親
「
白

井
鐵

造
」
生

誕
の

地
で

あ
り

、
ふ

る
さ

と
を

想
い

作
詞

し
た

と
言

わ
れ

る
歌

劇
団

愛
唱

歌
「す

み
れ

の
花

咲
く
頃

」
に

因
み

進
め

て
い

る
「
す

み
れ

の
里

づ
く
り

」
の

シ
ン

ボ
ル

及
び

拠
点

施
設

と
し

て
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
を

整
備

し
、

広
域

交
流

の
推

進
と

地
域

活
性

化
を

図
る

。

天
竜

区
完

了
（
附

帯
理

由
付

き
完

了
）

浜
松

市
と

宝
塚

市
に

お
け

る
“
す

み
れ

”
を

き
っ

か
け

と
し

た
音

楽
交

流
や

民
間

団
体

に
よ

る
宝

塚
歌

劇
団

O
B

が
参

加
す

る
イ

ベ
ン

ト
開

催
な

ど
に

よ
り

広
域

交
流

の
推

進
が

図
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

既
存

の
白

井
鐵

造
記

念
館

の
展

示
内

容
の

更
新

や
民

間
団

体
に

よ
る

文
化

セ
ン

タ
ー

を
活

用
し

た
企

画
展

開
催

に
よ

り
誘

客
を

図
り

地
域

活
性

化
が

図
ら

れ
て

い
る

。

H
2
2
-
H

2
3

H
2
2
-
R

2
5
5
,0

0
0

0
市

民
協

働
・地

域
政

策
課

5
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事
業

名
事

業
概

要
区

名
称

Ｒ
2年

度
末

の
状

況
進

捗
状

況
の

理
由

計
画

年
度

実
施

年
度

計
画

額
実

績
額

本
庁

所
管

課
施

策

2
0
8

空
き

家
を

活
用

し
た

介
護

拠
点

整
備

事
業

水
窪

地
域

の
各

地
区

に
あ

る
空

き
家

を
買

い
上

げ
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

と
し

て
改

修
し

、
地

域
介

護
の

拠
点

と
す

る
。

天
竜

区
完

了
（
附

帯
理

由
付

き
完

了
）

平
成

1
7
年

度
に

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
「
み

さ
く
ぼ

の
里

」
（デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
併

設
）
が

整
備

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
同

地
域

の
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
需

要
に

対
す

る
ハ

ー
ド

整
備

は
完

了
し

た
。

H
2
0
-
H

2
1

―
1
7
,0

0
0

0
高

齢
者

福
祉

課

2
0
9

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
｢さ

く
ま

の
里

｣増
床

事
業

費
補

助

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
「
さ

く
ま

の
里

」
の

増
床

事
業

を
行

う
社

会
福

祉
法

人
さ

く
ま

に
対

し
、

施
設

整
備

費
補

助
金

を
交

付
す

る
。

・
入

所
施

設
50

床
→

8
0床

・
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

8
床

→
1
8
床

天
竜

区
完

了
計

画
ど

お
り

完
了

H
1
7

H
1
7

1
08

,0
00

15
4
,5

7
0

高
齢

者
福

祉
課

2
1
0

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
施

設
整

備
事

業
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

「
み

さ
く
ぼ

の
里

」
創

設
事

業
を

行
う

社
会

福
祉

法
人

千
寿

会
に

対
し

、
施

設
整

備
費

補
助

金
を

交
付

す
る

。
天

竜
区

完
了

計
画

ど
お

り
完

了
H

1
7

H
1
7

2
30

,0
00

18
0
,1

3
4

高
齢

者
福

祉
課

2
1
5

は
る

の
し

あ
わ

せ
村

整
備

事
業

春
野

の
恵

ま
れ

た
自

然
、

風
土

を
利

用
し

た
健

康
・
福

祉
・
医

療
拠

点
を

整
備

し
、

高
齢

化
へ

の
対

応
と

医
療

の
不

安
解

消
を

図
る

。
・
高

齢
者

福
祉

施
設

の
整

備
・
健

康
管

理
・診

療
施

設
や

健
康

維
持

・回
復

温
泉

施
設

の
整

備

天
竜

区
完

了
（
附

帯
理

由
付

き
完

了
）

温
泉

掘
削

等
は

中
止

し
、

平
成

2
3
年

度
に

診
療

所
を

併
設

し
た

介
護

老
人

保
健

施
設

は
る

の
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
の

整
備

を
行

っ
た

。
H

1
8
-
H

2
6

H
2
3

1
,7

1
6
,0

0
0

2
0
2
,5

00
高

齢
者

福
祉

課

2
2
1

小
学

校
　

グ
ラ

ン
ド

拡
張

事
業

龍
山

第
一

小
学

校
の

グ
ラ

ン
ド

を
拡

張
、

フ
ェ

ン
ス

等
の

安
全

対
策

を
行

う
。

・
拡

張
面

積
　

約
3
0
0
㎡

天
竜

区
完

了
計

画
ど

お
り

完
了

H
1
7

H
1
7

1
00

,0
00

11
3
,4

0
7

教
育

施
設

課

2
2
2

校
舎

耐
震

補
強

事
業

国
が

新
し

い
耐

震
基

準
を

定
め

た
昭

和
5
6
年

以
前

に
建

設
さ

れ
た

佐
久

間
地

区
の

小
学

校
に

つ
い

て
、

東
海

地
震

な
ど

の
発

生
に

備
え

耐
震

診
断

及
び

耐
震

補
強

工
事

を
実

施
す

る
。

・
佐

久
間

小
（体

育
館

）、
浦

川
小

（
体

育
館

）
、

城
西

小
（
体

育
館

）
天

竜
区

完
了

計
画

ど
お

り
完

了
H

1
7-

H
26

H
1
8
-H

2
2

93
,0

00
21

0
,2

7
3

教
育

施
設

課

2
3
0

給
食

セ
ン

タ
ー

建
設

事
業

旧
天

竜
市

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

は
、

昭
和

4
5
年

に
建

設
さ

れ
た

施
設

で
あ

り
、

地
震

対
策

と
し

て
、

ま
た

衛
生

管
理

体
制

の
向

上
の

た
め

、
新

た
な

施
設

を
建

設
す

る
。

・
規

模
：
鉄

骨
造

り
　

約
1
,3

0
0
㎡

・
処

理
能

力
：3

,0
0
0
食

／
日

天
竜

区
完

了
計

画
ど

お
り

完
了

H
1
7-

H
21

H
1
7
-H

2
1

8
00

,0
00

83
2
,1

3
4

教
育

施
設

課

2
3
1

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

の
併

設
・

広
域

対
応

型
保

育
施

設
整

備
事

業

耐
震

上
不

備
な

民
間

保
育

園
１

園
と

、
市

内
で

１
園

と
な

っ
て

い
る

公
立

保
育

所
を

統
合

し
新

た
に

１
園

を
建

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
耐

震
整

備
に

よ
る

園
児

の
安

全
確

保
と

保
育

事
業

の
効

率
化

を
図

る
。

建
設

地
は

、
現

在
の

鹿
島

保
育

所
の

近
隣

と
し

、
広

域
利

用
が

可
能

な
地

と
す

る
。

ま
た

、
保

育
園

に
隣

接
し

て
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
を

併
設

し
た

複
合

施
設

と
す

る
。

天
竜

区
実

施
困

難
（
必

要
性

）

耐
震

性
に

不
備

の
あ

っ
た

民
間

の
す

ぎ
の

こ
保

育
園

（
現

：子
育

て
セ

ン
タ

ー
す

ぎ
の

こ
）
に

つ
い

て
は

、
平

成
1
6
年

度
に

耐
震

補
強

工
事

を
実

施
済

み
で

あ
り

、
運

営
主

体
の

社
会

福
祉

法
人

に
お

い
て

も
、

保
育

需
要

と
の

バ
ラ

ン
ス

か
ら

、
現

在
地

で
の

事
業

継
続

に
つ

い
て

了
承

済
み

。
ま

た
、

公
立

の
鹿

島
保

育
園

は
民

営
化

に
よ

り
平

成
3
0
年

度
末

を
も

っ
て

廃
園

し
、

代
替

園
と

し
て

み
ゅ

う
の

お
か

保
育

園
（
現

：子
育

て
セ

ン
タ

ー
み

ゅ
う

の
お

か
）
が

近
隣

地
に

開
設

し
た

。

H
2
2
-
H

2
4

―
6
1
7
,0

0
0

0
幼

児
教

育
・
保

育
課

2
3
7

幼
児

教
育

と
一

体
と

な
っ

た
子

育
て

支
援

事
業

当
地

域
に

は
保

育
所

が
な

く
、

幼
稚

園
入

園
（3

歳
）
ま

で
の

育
児

の
支

援
の

た
め

に
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

を
開

設
し

て
い

る
。

各
家

庭
の

育
児

に
対

す
る

不
安

は
大

き
く
、

し
か

も
ニ

ー
ズ

は
多

様
な

も
の

が
あ

る
た

め
、

そ
れ

に
応

え
る

施
設

整
備

を
図

る
。

天
竜

区
実

施
困

難
（
必

要
性

）

・
龍

山
町

の
市

民
が

、
市

内
の

認
定

こ
ど

も
園

や
保

育
所

等
を

利
用

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

こ
と

や
、

天
竜

区
保

育
マ

マ
事

業
の

実
施

に
よ

り
対

応
し

て
い

る
。

・
子

育
て

支
援

事
業

に
つ

い
て

は
、

龍
山

保
健

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

「
中

山
間

地
域

親
子

ひ
ろ

ば
」
を

実
施

し
て

お
り

、
当

該
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
て

い
る

。

H
2
6

―
40

,0
0
0

0
幼

児
教

育
・保

育
課

6
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事
業

名
事

業
概

要
区

名
称

Ｒ
2年

度
末

の
状

況
進

捗
状

況
の

理
由

計
画

年
度

実
施

年
度

計
画

額
実

績
額

本
庁

所
管

課
施

策

2
4
9

総
合

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

建
設

事
業

現
在

の
市

民
体

育
館

は
老

朽
化

も
進

ん
で

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
対

策
上

、
そ

し
て

地
域

ス
ポ

ー
ツ

の
拠

点
・
機

能
充

実
の

た
め

、
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

を
建

設
す

る
。

・
天

竜
体

育
館

の
建

設
・
規

模
：
鉄

骨
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

り
2
階

建
て

　
約

4
,0

0
0
㎡

天
竜

区
未

完
了

の
た

め
継

続
令

和
3
年

度
に

天
竜

体
育

館
の

大
規

模
改

修
を

実
施

す
る

。
H

2
0
-
H

2
3

H
2
9
-
R

5
8
3
5
,0

0
0

1
8
,7

34
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

2
5
4

図
書

館
整

備
事

業
天

竜
図

書
館

と
二

俣
公

民
館

を
分

離
し

、
二

俣
公

民
館

部
分

を
図

書
館

と
し

て
改

修
す

る
。

併
せ

て
、

遠
隔

地
の

幼
小

中
学

校
へ

の
移

動
図

書
館

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
を

図
る

。
天

竜
区

完
了

（
附

帯
理

由
付

き
完

了
）

天
竜

図
書

館
に

つ
い

て
、

二
俣

協
働

セ
ン

タ
ー

か
ら

分
離

し
て

整
備

す
る

当
初

の
事

業
概

要
を

見
直

し
、

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

に
配

慮
し

た
改

修
工

事
を

実
施

し
、

引
き

続
き

複
合

施
設

と
し

て
活

用
す

る
こ

と
と

し
た

。

H
2
1
-
H

2
2

H
2
1
-
R

1
1
5
0
,0

0
0

0
中

央
図

書
館

2
5
9

都
市

部
学

校
の

山
村

留
学

事
業

（
ア

グ
リ

ビ
レ

ッ
ジ

み
さ

く
ぼ

構
想

）

都
市

部
の

学
校

へ
の

自
然

を
生

か
し

た
教

育
な

ど
の

た
め

の
留

学
の

受
入

れ
を

行
う

。
・
学

制
寮

な
ど

の
整

備
・
学

習
体

験
施

設
整

備
（
既

存
施

設
の

有
効

利
用

、
カ

モ
シ

カ
体

験
館

や
小

学
校

な
ど

）
・
教

育
体

制
整

備
（
自

然
や

伝
統

文
化

の
講

師
な

ど
の

教
育

）

天
竜

区
実

施
困

難
（
実

現
性

）

水
窪

地
域

の
人

口
減

少
に

伴
い

商
店

な
ど

生
活

基
盤

を
支

え
る

サ
ー

ビ
ス

が
計

画
当

初
よ

り
大

き
く
減

少
し

、
受

入
後

の
留

学
生

の
生

活
を

支
え

る
地

域
基

盤
や

環
境

が
大

き
く
変

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
施

設
整

備
を

伴
う

計
画

を
見

直
し

、
今

後
は

生
涯

学
習

講
座

等
を

活
用

し
自

然
や

伝
統

文
化

に
精

通
し

た
人

材
の

育
成

を
行

う
と

共
に

、
学

生
の

滞
在

が
必

要
な

場
合

は
地

域
の

宿
泊

施
設

と
も

連
携

し
な

が
ら

、
自

然
を

生
か

し
た

教
育

の
推

進
を

図
っ

て
い

く
。

H
2
0

―
14

,0
0
0

0
市

民
協

働
・地

域
政

策
課

2
6
0

み
さ

く
ぼ

フ
ィ

ー
ル

ド
ミ

ュ
ー

ジ
ー

ア
ム

事
業

（
ア

グ
リ

ビ
レ

ッ
ジ

み
さ

く
ぼ

構
想

）

カ
モ

シ
カ

と
森

の
体

験
館

を
核

と
し

、
水

窪
の

山
林

を
め

ぐ
る

ス
ー

パ
ー

林
道

天
竜

線
を

自
然

回
廊

と
し

て
位

置
づ

け
、

野
鳥

の
森

、
山

住
神

社
、

植
林

地
な

ど
の

既
存

の
自

然
資

源
を

活
用

し
地

域
全

体
を

学
習

の
場

と
す

る
み

さ
く
ぼ

フ
ィ

ー
ル

ド
ミ

ュ
ー

ジ
ー

ア
ム

事
業

を
展

開
す

る
。

天
竜

区
完

了
（
経

常
事

業
の

た
め

継
続

）
経

常
事

業
の

た
め

継
続

実
施

H
1
7
-
H

2
6

H
17

-
R

2
3
,0

00
7
8

市
民

協
働

・地
域

政
策

課

2
6
1

ボ
ー

ト
に

よ
る

ま
ち

づ
く

り
事

業

ボ
ー

ト
の

ま
ち

天
竜

を
全

国
に

情
報

発
信

す
る

と
と

も
に

、
地

域
の

活
性

化
を

図
る

た
め

、
各

種
ボ

ー
ト

大
会

を
開

催
す

る
。

ま
た

、
そ

の
た

め
の

施
設

の
整

備
と

維
持

管
理

を
行

う
。

・
船

艇
の

計
画

的
な

更
新

・
全

国
高

等
学

校
選

抜
ボ

ー
ト

大
会

実
行

委
員

会
に

対
す

る
負

担
金

・
交

流
レ

ガ
ッ

タ
開

催
の

負
担

金
　

な
ど

天
竜

区
完

了
（
経

常
事

業
の

た
め

継
続

）
経

常
事

業
の

た
め

継
続

実
施

H
1
7
-
H

2
6

H
17

-
R

2
3
2
5
,0

00
41

0
,4

3
6

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

2
6
8

ヘ
リ

ポ
ー

ト
整

備
事

業
水

窪
地

域
に

お
い

て
ヘ

リ
ポ

ー
ト

を
整

備
す

る
。

天
竜

区
完

了
（
附

帯
理

由
付

き
完

了
）

既
存

の
水

窪
グ

ラ
ン

ド
及

び
水

窪
総

合
体

育
館

駐
車

場
を

緊
急

用
ヘ

リ
ポ

ー
ト

と
し

て
指

定
し

た
。

H
2
2
-
H

2
3

H
22

-
H

2
3

1
0
0
,0

0
0

0
危

機
管

理
課

2
7
3

天
竜

消
防

庁
舎

建
設

事
業

北
遠

地
域

を
カ

バ
ー

す
る

消
防

救
急

の
拠

点
と

な
る

消
防

庁
舎

を
整

備
し

、
市

民
の

安
全

・
安

心
に

直
結

す
る

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

図
る

。
・
概

要
：
天

竜
区

役
所

併
設

　
鉄

骨
造

2
階

建
て

・
建

築
面

積
：1

,2
5
1
.8

1
㎡

、
述

べ
面

積
：
1,

5
8
9
.5

3㎡
・
配

置
車

両
：指

揮
車

1台
、

ポ
ン

プ
車

1台
、

救
助

工
作

車
2
台

、
救

急
車

1
台

、
屈

折
放

水
塔

付
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
1
台

、
資

機
材

搬
送

車
等

4
台

天
竜

区
完

了
計

画
ど

お
り

完
了

H
1
7-

H
23

H
2
0
-H

2
3

5
60

,0
00

56
7
,6

3
4

消
防

総
務

課

7
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事
業

名
事

業
概

要
区

名
称

Ｒ
2年

度
末

の
状

況
進

捗
状

況
の

理
由

計
画

年
度

実
施

年
度

計
画

額
実

績
額

本
庁

所
管

課
施

策

2
7
7

龍
山

総
合

セ
ン

タ
ー

耐
震

補
強

事
業

龍
山

総
合

セ
ン

タ
ー

は
、

宿
泊

、
研

修
な

ど
地

域
内

外
か

ら
の

利
用

、
台

風
時

の
非

常
時

に
地

域
の

非
難

場
所

と
し

て
活

用
し

て
い

る
が

、
耐

震
構

造
で

な
い

た
め

耐
震

補
強

す
る

。
天

竜
区

完
了

（
附

帯
理

由
付

き
完

了
）

耐
震

補
強

を
計

画
し

て
い

た
が

、
平

成
2
5
年

度
に

近
隣

で
建

設
し

た
龍
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